
　　　　　　　　年　　　月　　　日

サブシート 運動あそび・表現あそび・統合あそび

遊びの
名称 荒馬を踊る 対象年齢 5 歳児 人数 20人

場所 ホール
（遊戯室）

環境図

準備(用意
する物も
含む）

教材・用具・遊具等

・馬：20体
・和太鼓：1台
・バチ：1セット

所要時間 35分

使い方の工夫
　
馬が用意できない場合は、タオル
や短い縄を手綱にして踊る。

遊びの
ねらい

運動の
ポイント

運動遊び・表現遊びのねらい　

・グループで話し合って、簡単な構成を考え発表する。
・お囃子に合わせて踊り、自分なりの表現を楽しむ。
・他の人の踊りも真似てみる。

運動のポイント

・ダイナミックに体を使って表現する力を身につける。
・物（馬）をうまく操作しながら表現する力を身につける。
・馬になりきって表現する力を身につける。

遊び方や
遊びの
ルール

○ グループで話し合いをし踊りの練習を
する。

・ グループごとに分かれて、踊りの順番
を話し合う。
・発表に向けて踊りの練習をする。
○グループごとに発表をする。
・発表の順番を知る。
・他のグループの発表を見る。
・自分のグループの発表をする。
・ グループの発表ごとに、よかったとこ
ろを伝え合う。

イラスト・図解

安全面の
配慮

・ ぶつからないようにまわりを見ながら
踊る。

留意点

備忘

ひらめき・応用等　

枠の素材は、竹やフラフープ
等を使うことが多い。

肩にかけるひも。素材は布。背中で
交差させることにより肩からひもが
落ちにくくなる。背負ったときに枠
の部分が腰のあたりにくるよう長さ
を調整する。

肩ひもがずれないように固定するひも。
素材は布がよい。肩ひもの交差した部分
（背中側）に結び付けておくとよい。
肩ひもの上から胸の部分でしっかりと結ぶ。

手綱。頭の穴に通す。
三本の布を三つ編みに
すると持ちやすい。

頭は木の板や段ボールを重ねて作る
とよい。手綱を通す穴と、本体の枠
を通す穴の２か所をくり抜く。

しっぽはスズラン
テープや麻ひも等
を使う。

本体の枠に布を縫い付け
る。和柄の布や絞り染め
等でオリジナルのデザイ
ンを考えるのもよい。


